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労働基準監督署

※ 新型コロナウイルス関連での被災者数は除いています
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死傷者数の年別推移
(10年間隔経年)(全災害)令和5年に発生した

全労働災害は
8,002人でした。

(人)

S:昭和／H:平成／R:令和
( )内は西暦 点線は近似曲線

(年)

減少していた災害は
平成20年はじめから
ゆるやかな増加に

転じています。
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直近10年のうち、近年では増加傾向です。

直近10年間の
死傷災害発生件数
(経年)(全災害)

(年)

(人)

転倒; 1889; 24%

動作の反動,

無理な動作; 

1,672; 21%墜落,転落; 

1259; 16%

はさまれ,

巻き込まれ; 677; 8%

交通事故

（道路）; 415; 5%

その他; 2090; 26%

「型;人数(人);全体(8,002人)に対する割合」を示します。令和5年の
死傷災害発生件数

(事故の型別)(全災害)

転倒災害は
分類中で最も多い
割合で発生しています。
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直近5年の死傷災害発生件数(事故の型別)(全災害)

その他

はさまれ,
巻き込まれ墜落,転落

動作の反動,
無理な動作転倒

交通事故
（道路）

「転倒」、そして次に多く発生している「動作の反動,無理な動作」は
近年常に高い割合を占めます。

(人)(年)
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男性
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10歳代; 7; 1%

20歳代; 49; 7%

30歳代; 53; 7%

40歳代; 100; 14%

50歳代; 228; 31%

60歳代; 173; 24%

70歳代; 109; 15%

80歳代; 8; 1%
令和5年の死傷災害発生件数

(年齢別) (転倒災害)

令和5年の死傷災害発生件数
(年齢別)(性別) (転倒災害)

50歳代以上が全体の7割以上を占めます。
うち、 50歳代が最も多く転倒災害が

発生しています。

50歳代以上では女性の転倒災害が
多く見られ、特に60歳代では
女性の被災者数は男性の約2倍です。

「型;人数(人);全体(1,889人)に対する割合」を示します。
(人)



令和5年の死傷災害発生件数(年齢別)(性別)(傷病別) (転倒災害)
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骨折
関節の障害（捻挫・亜脱臼及び転位を含む）
打撲傷（皮膚の剥離、擦過傷、挫傷及び血腫を含む）
創傷（切創、裂傷、刺創及び挫滅創を含む）
その他

男性 女性

(人)(人)

50歳代以上では
女性の骨折が多く見られ、
特に60歳代以上の骨折で
女性の被災者の割合は

男性の約2倍です。
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要素の左側(太枠)：男性

要素の右側(枠なし)：女性

令和5年の死傷災害発生件数
(年齢別)(性別)(休業日数別) (転倒災害)

休業1ヶ月以上の災害が多く、
50歳代以上では休業2ヶ月以上となる
ケースも多く見られます。

(人)

4日以上 1月未満

1月以上 2月未満

2月以上 6月未満

6月以上



関節の障害…捻挫・亜脱臼及び転位を含む
打撲傷…皮膚の剥離、擦過傷、挫傷及び血腫を含む
創傷…切創、裂傷、刺創及び挫滅創を含む

令和5年の死傷災害発生割合(傷病別) (休業日数別) (転倒災害)

重篤な休業災害となるケースは骨折に多く見られます。
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ハード面、ソフト面の対策に取り組みましょう。


